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訳者あとがき

本番は王klton M．Fleisher，Labor Eeonomics：Theory and Evidencら　Prenticと一

Hall，IncりE噌lewoodCliffs，NewJersey，ix十劫4pp．19和の全訳である．著者

ベルトソ・マンデル・フライシャ一教授は1935年5月16日生まれ．1957年スタ

ンフォード大学で経済学士をえ，同大学経済学部の大学院に進み，1961年経済

学博士の学位を坂得した．学位論文は「合衆国へのプユルト・リコ人移民の経

済的局面」であった．1961年春までスタンフォード大学の経済学講師を勤め，

1961年10月にシカゴ大学経済学部助教授匿転じた．さらに1965年10月にオ′、イ

オ州立大学経済学部助教授となり，1966年10月に準教授asscci8tePrOfes的rに．

昇任，1969年10月に同大学正教授となった．1973年11月現在までに発表された

著書，論文は以下の通りである．

く著　書〉

1．The‰nomicsofDelinquency，Chicago＝Ouadrangle如ks，Inc・，April，1965－

2．LaborEkmomics：Theoryandl…vidence．Englewood Clirfs，N．J．：Prentice－

Eall，In仁，1970．

く輌　文〉

1．“SomeE沿nOmicAs匹CbOf PuerbRi蝕nmigrationtotkUni馳dSta仕S”，．

風脚壷卿q／属飽別物前号吼附し蝕融飯高楓AU唱u叫1963．

2．‘Thelm闘CtOf Plle蝿ORic帥mi即■tion to the Unitd Sta恕”，in Ma正

PerlmanGed．），Human ReseぉmsE和EheUrban＆onomy，Baltimore：theJohns・

H叩kinssPress，19隠

3．‘TbEfktofUnempleymentonJuvenileDelinqWnCy”，血r刀が〆jも〟－

1血虚血ガ呵γ．D昭mI光ら1粗

4．日TheEff耽tOfInoomeOnDelinqu触Cy”，A椚〝お力血oI…舶用加南新M如血

1966．
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5．“Employment and Wage RatesillRetallTradeSubsequeIlt tO the1961Am－

eTldmentofthe Fair Labor Standards Act”Cwith WilliamJ．Shkurti），Sout一

雨”日払の湖面Lゐ仰Ⅷ或JuIy，19腿．

6．L‘The Economics of Labor Force Participation：A RevleW Article”JoJrnal

〆虻加地机鮎川的叫Spring，1971．

7．Asset Adjustmentand L3bDr Supplyof Older Workers（with D．0．Parsons

and R．D．Porter）上れ川佃ビ朗㌦料紙融鼎昔吼通㌧h海防ぶ呼頑レ∴説の細微か元5由一

d伝，ed．by G．G．CainatldH．Watts．

労働経済学については，日本でも，数年前から近代経済理論およびマルクス経

済学の双方から研究書が出版されている．労働経済学bborEcon°micsと正式

に題した外国研究書の翻訳は他にもあるが，本格的な研究書は本書が最初のも

のであろう．本書刊行の意義は第1にこの点にあり，近代経済理論の研究者に

もマルクス経済学の研究者にも役立つところが多い，魅力的な作品である＿

本書の雷評としては「エコノミカ」1972年2月号でPソドン・スクール・オ

ブ・エコノミックスのレイ・リチャードソソRayRicll8rds°nこ教授が，またコ

ーネル大学の「イソダストリアル・7ソド・レイ′ミー・リレイショソズ・レビ

ュー」第24巷，第2号（1971年1月号）にサイモン・プレイザー大学のデニス

・R・マキD叡misR．Maki助教授が轟いているものが代表的であろう．リチャ

ードソソ教授は「本書は現在の労働経済学のテキストの中で最良のものである」

と質課しているし，マキ助教授は本書の中で第3，14，15章をとくにすぐれた

部分として推質している．

本書は，序論で明らかなように，新古典聴経済学の立場から書かれたもので

あって　第拍車ではとくにシカゴ学派の見地が頭書に出ている．訳者には第

2，3，4章で展開されている労働とレジャーに開する代替効果と所得効果の

論議に興味をもったことをつけくわえておきたい．

訳出にあたっての1，2の苦心を述べておく，序文を読んだ読者が感じるよ

うに，本書の原文は難解である．著者の謝辞を読むと，本書の原紗ま印刷に付

されるまでに多くの人々の閲読をへたようであるが．原文には数十の誤植があ

り，プレソティス・ホール杜から送られてきた正誤表以外に，訳者は若者に項
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訳者あとがき

関することで正確を期した．また，原文そのものも難解な箇所がかなりあり，

7′－8行が1つの文革である場合がきわめて多く，マックス・ウエーノミ一の著

書を読んでいるような印象をもったところもある．読者に読みやすいように工

夫したので，原書よりは読みやすくなっているつもりであるが，訳出に誤り．が

あれは遠慮なく指摘していただきたい．改版の際に訂正したいと考える．

フライシャー教攫自身から，訳者の疑問の箇所について丁寧な回答をえたの

であるが，そのほかに，フライシャ一教授の同僚であるオハイオ州立大学の八

田達夫教授から，さらに詳細な説明をいただいた．それらは，（訳注）の中で

明記してある．また説明をしておいた方が読むときに便利だと考えた術語につ

いて，訳注をつけておいたので参照してほしい．

本書は労働経済学を基礎的に，かつ体系的に研究しようとする人々には最適

のものであると考える．本書によって労働経済学に関心をもつ人々が多くあら

われることを望む次第である．

刊行にあたって総合労働研究所の清水浩毅，能島健之助の両氏にお世話にな

った＿　記して謝意を述べておきたい．

津田鼻激
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